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※オンラインのみでの開催です。会場での参加・聴講はできません。
※登壇者を含め、内容は予告なく変更する場合があります。
※参加費無料・要参加申込

交通経済研究所 検索

お申込は交通経済研究所ホームページから

近年、公共交通事業において特に大きな問題となっている「担い手
（人材）不足」および「運輸収入の減少」という観点から、全国の乗合
バス事業者および地方自治体（都道府県・市町村）を対象にアンケート
調査（2025年1～2月）を実施しました。
本研究報告会では、アンケート調査結果から現状を把握・共有したう

えで、今後、乗合バス事業にかかる経営課題にどのように対応すべきか、
基本的な考え方、現実に取り得る方策、産官学の役割分担等について、
国・地方自治体・交通事業者・学識経験者それぞれの立場から議論しま
す。

交通経済研究所
研究報告会のご案内

2025年度

2025年８月22日（金）13:30～16:00

オンライン開催

【お問い合わせ】 交通経済研究所研究報告会事務局
E-mail：research-project2025＠itej.or.jp Tel：03-5363-3103（平日10時～17時）

鈴木 啓太 氏（国土交通省物流・自動車局旅客課企画調査官）
平田 晋一 氏（岡山市都市整備局交通政策課地域公共交通推進室副主査）
鈴木 立彦 氏（長電バス株式会社代表取締役社長）
板谷 和也 氏（流通経済大学経済学部教授）
遠藤 俊太郎 （交通経済研究所主任研究員）［コーディネーター］

第一部「乗合バス事業の現状に関する調査」結果報告（交通経済研究所）
第二部 パネルディスカッション「乗合バス事業のこれからを考える」
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